
 

に応じた方向付けをすることなどが当院の果たすべ

き役割であります。一方、高度急性期病院では、その

施設における外来機能も含めた継続的な医療の提供

を切り捨てていかなければならない状況にもありま

す。従って当院の役割は、今後さらに重要となってく

るものと思われ、当院においては、やるべきことはよ

り質を高め、一方他の医療機関に任せる事は任せると

いう姿勢が、当院が存続していく道であり、最終的に

は経営の改善につながるものと思われます。そのよ

うな観点から、本年1月当院は高度急性期病院を目

指す磐田市立総合病院との業務提携を結びました。 

それぞれの役割分担を明確化し、連携をさらに強化す

ることが今後の大きな課題であると考えます。 

　以上のことから、平成20年度のキャッチフレーズは

「キーワードは連携」としたいと思います。 

　新臨床研修医制度の開始、

度重なる診療報酬のマイナス

改訂等の影響で、ここ何年間

かは病院経営にとって極めて

厳しい状況が続いてまいりました。まさに「病院冬の

時代」と言われていますが、この状況はこれからも続く

ことが予想されます。なぜならば、わが国がこれからさ

らに少子高齢化の時代を迎え、医療費をいかに抑制す

るかが国にとって重大な課題であるからです。一方で

医師不足、看護師不足により地域の医療提供体制の維

持が困難となりつつあり、医療崩壊の危機がマスコミ

にも取り上げられるようになってきました。 

　当院のおかれている中東遠

地域は全国的にみても医師充

足率が最も低い地域です。そ

れにもかかわらずたらい回し

等が今のところ大きな問題になっていないのは、当院

を含めた医療機関がこれまで何とか連携を保ちなが

ら救急の受け入れ態勢を整えてきたからであります。

しかしながら今現在でもこの地域の救急の現場では

さまざまな問題が起こっているのは事実であり、いつ

この体制が崩壊するか予断を許さない状況となって

きています。大切なことは救急も含めた「地域におけ

る医療の質の確保」であり、中東遠地域全体がどのよ

うな医療提供体制に向かっていくか、そしてその中で

 

当院がどのような役割を担っていくかを明確にするこ

とで、地域医療を守り、同時に当院の存在価値を示し

ていくことが必要であります。すなわち国が進めてい

こうとする医療制度改革の方向性と、地域で必要とさ

れる医療に答えることのバランスをとることが、当院

が存続していく道であると考えます。 

　地域において当院に求め

られていることは、地域の安

心・安全への医療面でのサ

ポートであり、そのためには

急性期の医療にも慢性期の医療にも対応することが

求められます。しかしながら、当院単独で全てのニー

ズに対応することは困難であります。当院で行わなけ

ればならないことは、急性期の医療においては、身近

な疾患への標準化された医療の提供、救急の受け入

れ、また慢性期の医療においては、治療後の定期的な

検査とフォローアップ、急性増悪時の受け入れ、ター

ミナルケアへの対応などであると考えます。それ以

上の高度な医療機器と専門性を要する医療について

は高度急性期医療機関との連携において達成し、高

度急性期の治療が終了した後は当院で継続的な医療

を提供すること、また長期入院治療が必要な場合は、

療養型病院への橋渡しをすること、さらに病診連携に

おいては、診療所で外来対応が困難な患者さまの受

け皿となり、当院でできる医療は提供し、さらに病状

医師、看護師を募集しています。 


